
言語
コミュニケーション

・言葉だけでなく発声や表情、身振り、コミュニケーションツールを用い
　るなど、他者とのやり取りを楽しむ気持ちを育む支援をします。
・自発的な表現を促し、感情や物事等と言葉、その意味が結びつくように
　支援していきます。
・他者との距離感や他者の行動や意図を理解、推測するといったコミュニ
　ケーション能力向上のための支援をします。

人間関係
社会性

・人や環境に対しての安心感が得られるように関わります。
・自分の気持ちの理解や他者への関心を促していきます。
・好きなこと、苦手なこと、気持ちの動きへの理解を深め、行動を調整し
　ていけるように支援します。
・役割分担やルール、順番の理解など、場面に応じた行動が促されるよう
　支援します。

本
人
支
援

・からだの動かし方や使い方が学べるよう、からだを大きく動かす粗大運
　動や細かく複雑な動きをする微細運動などを取り入れた活動をします。
・日常生活動作や姿勢保持に必要な筋力の維持・向上が図れるような活動
　をします。
・五感を十分に活用できるような活動にも取り組みます。
・感覚が鋭かったり、逆に鈍かったりするこどもには環境調整を行いま
　す。

・こどもが理解して行動できるように、認知の特性を踏まえた支援をしま
　す。
・物の機能や属性、色や形、数、大小、重さ、音や空間、時間など、実際
　の操作をあそびに取り込み、視覚的支援を行うなど、概念の形成が図れ
　るように支援します。
・こだわりやコミュニケーションの困難性などの理解を踏まえ、その場に
　適した行動に移せるよう支援します。

こども発達支援 みんなの基地
支援プログラム

作成日：７年1月31日

支援方針

・こどもの主体性や相互の関りを大切に、遊びを通して能動的に経験して学べる
　環境を整え、「生きる力」が身につくように支援します。
・こどものできること、得意なことにも着目し、「育つ上での自信や意欲」「自
　己選択や自己決定」なども踏まえながら、のびのびと成長していけるように支
　援します。
・家族それぞれの状況を理解し、想いや考え方に寄り添いながら、それぞれの家
　族のペースに合わせた伴走支援をします。

営業時間 送迎実施の有無 あり9:00～17:30

　Happy+Natural
　Happy+Challenge
　みんなに「幸せ」が訪れて、こどもはこどもらしく自然体のままで過ごせ、目標
に向かってチャレンジできる場所。既成概念に捉われず、チャレンジし続け、こど
もや保護者に寄り添う支援を目指しています。

法人理念

支 援 内 容

健康・生活

・健康で安全に過ごせるようこどもの健康状態等の把握や環境整備を行い
　ます。
・身辺自立(排泄や着替え、片付けなど)など日常生活に必要な動作が身につ
　けられるように、こどもに適したタイミングで支援を行います。
・健康的な成長に必要な生活リズムを身につけられるよう、ご家庭とも情
　報共有しながら支援します。

運動・感覚

認知・行動



主な行事等

・自立支援協議会への参加。
・法人内、事業所内において各種研修取り組み。
・外部研修へ積極的に参加。
・資格取得を応援し、支援。
・エルダー、メンター制度。

・誕生お祝い　　　　　・茶話会
・避難訓練　　　　　　・参観
・季節の活動　　　　　・家族レクリェーション　　　　　など

移行支援

地域支援
地域連携

職員の質の向上

家族支援

・子育てに関する困りごとの相談援助を行います。
・個別面談や参観を通して、こどもの理解や成長の気づきを促し、関わり
　方や声掛けの仕方についてなどの助言や提案を行います。
・職員との関係構築を図り、保護者同士の交流やきょうだい児に対する相
　談ができるように茶話会を開催します。
・保護者やきょうだい同士の交流機会が持てるように家族レクリェーショ
　ンを開催します。

・保育所等を併行通所している場合は併行通所先と連携します。
・こどもの状態や保護者の意向を踏まえて、進路や移行先についての相談
　援助を行います。
・移行に関して必要と思われる情報提供を行います。
・移行先の受け入れ体制づくりに協力します。
・必要があれば移行後も移行先への相談援助を行います。

・こどもの通所先との情報連携や調整、支援方法や環境調整等に関する相
　談援助を行います。
・こどもの支援計画作成または見直しに関する会議を開催します。
・相談支援専門員との情報連携や調整を行います。
・必要に応じて、こどもを担当する保健師や、こどもが通う医療機関との
　情報連携を行います。
・こどもに関係する機関や施設、福祉サービス事業所等との発達支援にお
　ける連携をします。

社会福祉法人 協愛福祉会　こども発達支援 みんなの基地


